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Case 38-2009: A 16-Year-Old Boy with Paroxysmal Headache and Visual Changes

(N Engl J Med 2009;361:2367-78)

Problem list

# 頭痛

# 頚部～腰背部痛

# 視覚障害、視神経乳頭浮腫・隆起、網膜出血

# 下肢・会陰の運動・感覚障害、腱反射消失

# 長い経過で症状の間欠的な出現

Assesment
視神経乳頭隆起は頭蓋内圧亢進を示唆する。頭痛はこの病態で説明できるのかも知れない。

下肢・会陰の運動・感覚障害、腱反射消失は脊髄病変（脳MRIを何度撮影しても異常は認められない）を示唆する。頚部～腰背部痛はこの病態で説明できるのかも知れない。

血液検査などで異常が認められない点は、今回の疾患が全身的なもの（感染症、炎症性疾患、代謝性疾患etc）ではなく、もっと限局した病変によるのではないかと思わせる。

さらに、長い経過で症状が間欠的に出現している点は特徴的である。間欠的に頭蓋内圧亢進をきたす脊髄病変は何だろうか？

また、脊髄病変精査に有用な検査は何だろうか？

